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　次回は－
　 中国・アジア　ダイジェスト」面
の次回は 日（月）に掲載します。

覚書を締結する三菱レイヨンの親会社・三菱ケミカルＨＤの
小林喜光社長 （ 日付）

ＣＨＩＮＡ

電子機器組み立て用双腕ロボット
（セイコーエプソン イメージ）

ＡＳＩＡ

「５ゲン道場」（クボタ）

三井化学の石丸裕康執行役員 ら

ＴＥＬＯＰ
　

■中国・湖北合弁全額出資に転換
中央発條（２日５面）

　

■特許検索に中国情報を追加
ＮＲＩサイバーパテント（２日９面）

　

■日産・富士が前年実績超え
８月の中国新車販売（４日５面）

　

■中国のホテルに基幹業務システム
ＮＥＣ（４日９面）

　

■フジタ、上海でも展開
工場建屋・設備の維持管理（４日 面）

　

■日系建機、７月販売 ％増
小 中 大型機－軒並み堅調（５日７面）

　

■ＪＣＢ、バングラデシュ銀と提携
店に端末（６日 面）

　

■江蘇の子会社を現地合弁に
日本ピストンリング（ 日５面）

　

■日本―香港に国際クール宅急便
ヤマト運輸（ 日 面）

　

■日立化成、中国工場が完成
自動車用成形品（ 日 面）

　

□９月２日（月）　□
　

■エプソンが双腕ロボット
中国の自動化ニーズ対応

　

　セイコーエプソンは、双腕ロボットを
市場投入する。中国で増える電子機器の
組み立て自動化ニーズに対応する。軽量
コンパクトに。スカラー（水平多関節）
ロボットと組み合わせて提案。（１面）
　

□９月３日（火）　□
　

■ヨーカ堂、ＳＣ出店攻勢
成都市に４カ所

　

　イトーヨーカ堂は、中国でショッピン
グセンターを出店する。 年春に、四
川省成都市に既にある総合スーパーに併
設する形で開業。 年までに同市に計
４カ所出店する。 （３面）
　

■上海市など５都市で通関簡素化
電子商取引による輸出を支援

　

　中国商務省は、電子商取引による輸出
を支援するため、 月から上海市など５
都市で通関手続きを簡素化することなど
を盛り込んだ意見を発表した。中国紙・
中国経営報が報じた。 （時事 ３面）
　

■銀行の破綻制度を検討
中国銀行業監督管理委員会

　

　中国銀行業監督管理委員会の尚福林主
席は、当局が銀行の破綻制度導入を検討
していると述べた。中国共産党理論誌

「求是」最新号（電子版）のインタビュ
ー。 （時事 ３面）
　

■中国・自動車－成長を継続
部品－価格競争は激しさ増す

　

　中国の自動車産業は、完成車、部品と
もに成長を継続するが、部品業界は稼働
率の低下や価格競争の高まり、利益率の
低下といった課題に直面する。米アリッ
クスパートナーズが調査報告。（５面）
　

■中国で本社機能を一元化
富士ゼロックス

　

　富士ゼロックスは、中国にある販売・
サービスや生産の子会社がそれぞれ持つ
本社機能の一元化に着手。購買機能を一
本化しコストを圧縮。知的財産管理、法
規制対応、人事機能も統一。 （８面）
　

□９月４日（水）　□
　

■富士重、販売合弁 月始動
中国パンダイと合意

　

　富士重工業は、中国で自動車販売を手
がける合弁会社のスバル汽車が 月から
本格的に営業を始める。合弁の出資元で
ある中国パンダイとは１月に合意、開始
時期などを調整していた。 （３面）

　

■大気社、車塗装工場の増強工事
広州汽車／生産 万台

　

　大気社は、中国のグループ会社五洲大
気社が中国の広州汽車から広州の自動車
塗装工場の増強工事を受注した。年産
万台の生産能力を 万台に高める。受注
額は約 億円。 （７面）
　

■原油貯蔵施設、９カ月遅れ操業
中国石油化工／天津

　

　中国石油化工は、北部の天津で建設中
だった原油貯蔵施設が予定より９カ月遅
れで１日に操業を開始した。総事業費４
億 万 で、 万 の貯蔵が可能。

のパイプライン。（時事 面）
　

□９月５日（木）　□
　

■鶏卵の選別包装システム直販
ナベル／中国で食の安全ニーズ

　

　ナベルは、中国で現地法人を 年３
月までに設立し、鶏卵の選別包装システ
ムの直販体制を整える。中国で食品の安
心、安全への要求から市場の急拡大が予
想され、自社拠点を設置する。（８面）
　

■福岡ブランドのショップ
大連に開設／知名度向上

　

　福岡アジアファッション拠点推進会議
は、大連市にアパレル品のセレクトショ
ップ「ＳｔＲＦＡＣｏ スターファコ 」
を開設した。福岡のファッションブラン
ドの知名度向上や販路を開拓。（ 面）
　

□９月６日（金）　□
　

■新日鉄住金、上海に新工場
自動車用高級鋼板／年 万 増産

　

　新日鉄住金は、上海市内に自動車用高
級鋼板の新工場を建設する。 年稼
働。約３割向上し年 万 増産。汎用鋼
材は供給過剰だが、自動車用鋼板は需給
面で逼迫している。 （３面）
　

■ロストワックス精密鍛造品増産
伊勢鋼材／月産

　

　伊勢鋼材は、大連工場でディーゼル車
やガソリン車向けの精密鍛造品を増産す
る。ロストワックスによる鍛造設備を増
設する。鋳造能力を月産 から同
に高める。 （８面）
　

■新日鉄住金化学、電炉用新工場
炭素系材料で攻勢

　

　新日鉄住金化学は、炭素系材料事業を
重点強化する。中国で電炉用電極材料の
石炭化学品工場を 年稼働。新規分野
ではリチウムイオン二次電池や燃料電池
の電極用に炭素系材料を投入。（ 面）
　

■春秋航空、日本で３路線開設
成田―高松／広島／佐賀

　

　中国の格安航空会社・春秋航空は、成
田国際空港を拠点に国内線３路線の運航
を 年５月末に始める。成田―高松
線、成田―広島線、成田―佐賀線の３路
線。国際線の就航も視野。 （ 面）
　

□９月 日（火）　□
　

■日産、デザイン現地化
海外戦略車／中・英ニーズ対応

　

　日産自動車は、海外戦略車のデザイン
を海外拠点に移す。中国や英国でも現地
のデザイナーが主体となって現地の嗜好
に合ったデザインを低コストで迅速に仕
上げる体制を整備する。 （１面）
　

■タチエス、新たに生産２拠点
陽年 万台・大連年８万台

　

　タチエスは、湖北省 陽市と遼寧省大
連保税区に自動車用シート組み立てを行
う合弁会社２社を設立した。 陽では年
約 万台。大連では年約８万台の生産。
７拠点体制となる。 （５面）
　

■中国の新造機需要、 機
今後 年間／ボーイング

　

　米ボーイングは、中国の今後 年間の
新造商用機需要が 機になるとの見通
し。世界の ％に相当。「７８７」など
の双通路型機が 機。 など
の単通路型機は 機。（時事 ５面）
　

■アジア最大級のワクチン工場
独ベーリンガー／動物用

　

　独ベーリンガーインゲルハイムは、江
蘇省に動物用ワクチン製造工場を建設す
る。家畜の豚用と鶏用のワクチン。
万 （約 億円）投資。アジア最大級の
動物ワクチン工場に。 （ 面）
　

□９月 日（水）　□
　

■日産、北京で効果確認
交通情報システム実証

　

　日産自動車は、北京市で進めていた交
通情報システムを使った大規模実証の結
果、渋滞緩和や消費燃料削減の効果が確
認できた。車両の ％に搭載されれば市
内の車の速度が約 ％向上。 （５面）
　

■建機－中国販売が回復基調
増産時期が焦点に

　

　日系建設機械メーカーの中国販売が回
復基調にある。８月の６ 以上の油圧シ
ョベルでコマツが前年同月比 ％増、日
立建機が同 ％増と大幅に上回った。各
社の増産時期が焦点に。 （６面）
　

□９月 日（木）　□
　

■日中韓でＩＳＯに提案
グリーン建材／日本規格

　

　日本と中国、韓国は省エネルギー性能
の高い「グリーン建材」の規格を国際標
準化機構（ＩＳＯに共同提案する。まず
日本の規格をもとに開発した窓製品の性
能試験方法を提案する。 （１面）

　

■日本精工、合肥工場でも生産
自動車用玉軸受／ 山フル稼働

　

　日本精工は、自動車メーカーの中国生
産拡大に対応するため、産業機械用玉軸
受を製造する中国・合肥工場で、新たに
自動車用玉軸受の生産に乗り出す。 山
工場がフル生産状態のため。 （８面）
　

□９月 日（金）　□
　

■宝鋼新日鉄から受注
メッキ鋼板設備／新日鉄住金エンジ

　

　新日鉄住金エンジニアリングは、中国
鉄鋼会社の宝鋼新日鉄自動車鋼板から自
動車用の溶融亜鉛メッキ鋼板設備を受注
した。生産能力は年 万 。高級鋼板需
要増で第４ラインを新設。 （ 面）

ＴＥＬＯＰ

扶桑鋼管のインドネシアの機
械構造用鋼管加工新工場

　

■排出権取引、インドネシアと合意
環境関連の技術など提供（２日２面）

　

■ＮＴＴデータ、フィリピンに拠点
オフショアも視野（２日９面）

　

■医療材料物流、インドでＤＢ構築
鴻池運輸・メディアス（２日 面）

　

■アジアで設備リース開始
九州リースサービス（２日 面）

　

■タイ製紙メーカーに出資
日本製紙（３日３面）

　

■富士電機、ミャンマー事務所開設
電力機器、情報収集（３日３面）

　

■台湾製工作機械、自社テスト加工
ハンサユーアイ（３日７面）

　

■東芝、タイ新工場を全面稼働
ディスクリート半導体（３日８面）

　

■インドネシアにガス合弁
大陽日酸（３日 面）

　

■バイオマス設備、東南アに照準
サッポロエンジ（３日 面）

　

■三菱重工、台湾発電所を受注
天然ガスタービン（４日７面）

　

■三菱電機、ＦＡシステムを統合
Ｆ．Ａ．テックと完了（４日７面）

　

■渋谷工業、アジアで拡販
食品用無菌充填システム（４日７面）

　

■ワコムがネット通販
ペンタブレット（４日９面）

　

■三菱レ、水処理で東南アに攻勢
処理水質の高さ前面（４日 面）

　

■神鋼環境、カンボジアで受注
簡易水道向け浄水設備（４日 面）

　

■インドネシア子会社を増資
メタルアート（５日６面）

　

■ベトナム空港で給油支援プロ受託
新関西空港（５日 面）

　

■ベトナムで金具量産
エヌビー（５日 面）

　

■京都銀行、バンコク事務所
取引先のビジネス支援（５日 面）

　

■農業、インドへの進出支援
ジャパンアイピーネット（６日３面）

　

■ベトナムに水処理装置
積水化学（６日 面）

　

■ベトナムの昇降機販社を子会社化
三菱電機（６日９面）

　

■インドネシアに新製剤棟
田辺三菱製薬（ 日 面）

　

■豊島、繊維製品２工場稼働
ベトナム・ミャンマー（ 日 面）

　

■ユニー、バンコクに事務所
ＰＢ衣料品生産・品質管理（ 日 面）

　

■カンボジアの大手２行と提携
みずほ銀行（ 日 面）

　

■タイに事務所開設
パンパシフィック・カッパー（ 日 面）

　

■ミャンマーで農産物の栽培事業
Ｇ―７ＨＤ（ 日 面）

　

■織物の染色でベトナムに拠点
ソトー、現地社と提携（ 日 面）

　

■機械工学研究でタイ大学と連携
阪大（ 日 面）

　

■インドネシアにブリオ
ホンダ／優遇税制対応（ 日７面）

　

■ユーグレナ、バングラに拠点
ミドリムシ入り食品（ 日 面）

　

■アジア部門を再編
損保ジャパン・日本興亜（ 日 面）

　

■フィリピンで工場向け用品
伊藤信産業（ 日７面）

　

■インドネシアに現法
新日鉄住金ソリューションズ（ 日９面）

　

■ＪＣＢ、ラオス商業銀行とも提携
現地７割をカバー（ 日 面）

　

■カンボジア最大手銀行と提携
三井住友銀行（ 日 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　現地社員の能力向上も大切
　「ミャンマーでは日系
企業のビルや病院建設の
動きが今後あるはず」と
見通すのは高砂熱学工業
常務執行役員の福本和行

さん。 月末にヤンゴン市内に支店を開
設する。インドに続く拠点になる。「現
地社員の能力向上も大切」と採用者の育
成に思いを巡らす。 （ 日 ９面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　伸びるアジアを攻める

　「（政府が導入を検討
する）設備投資減税に期
待している」と語るの
は、ＯＫＫ社長の井関博
文さん。「タイ工場では

工作機械の新機種の生産を始め、世界へ
出荷する。苦戦する米国市場に対処しつ
つ、伸びるアジアを強化したい」と攻め
の姿勢を打ち出す。 （ 日 ７面）

　

□９月２日（月）　□
　

■高砂熱学、ミャンマー進出
オフィスビル・病院／空調設備

　

　高砂熱学工業は、ミャンマーのヤンゴ
ン市内に支店を 月末に開設する。ヤン
ゴン市内でオフィスビルや病院新設が増
えると判断。それに伴って高まる空調設
備工事需要を取り込む。 （７面）
　

■ネットマークス、アジア 億円
ネットワーク構築

　

　ネットワークの構築を手がけるネット
マークスは、アジアで売上高を引き上
げ、 年度に 億円超を目指す。中国
など７カ国に拠点。ネットワーク構築を
中心にＩＴサービスを提供。 （８面）
　

■航空貨物の保税輸送を拡大
ガルーダ・インドネシア航空

　

　ガルーダ・インドネシア航空は、日本
国内で航空貨物の地上保税輸送を拡大。
輸出許可を受けた貨物などを外国貨物と
して保管する施設が少ない羽田空港の輸
出入貨物を成田空港に集約。 （ 面）
　

□９月３日（火）　□
　

■土佐機工、東南ア強化
切削工具／拠点を拡充

　

　土佐機工は、切削工具などの海外販売
を強化する。東南アジアをターゲットに
拠点を拡充。タイに合弁の販売会社を持
つ、ベトナムに駐在事務所を開設。来年
にはインドネシアに合弁販社。（６面）
　

■カワタ、量産へ設計見直し
金型温度調節機

　

　カワタは、インドネシアで生産する金
型温度調節機や粒状材料用乾燥機の設計
を見直す。量産を容易にする。生産現場
で加工がしやすい図面にする。現地調達
先の開拓も進めている。 （６面）
　

■韓国―チリで鉱石硫酸兼用船
ＪＸ金属／空荷を防ぐ

　

　ＪＸ日鉱日石金属は、鉱石硫酸兼用船
による物流を韓国で展開する。韓国の製
錬所は銅精鉱をチリから輸入、硫酸をチ
リに輸出する。交互に運搬して空荷を防
ぎ、輸送費を低減する。 （ 面）
　

□９月４日（水）　□
　

■日本プラスト、タイに第２工場
自動車用内外装部品／日系向け

　

　日本プラストは、タイ工場に第２工場
を 年度に建設する。外注している自
動車用内外装部品の成形を内製化、生産
能力を増強する。ホンダ、日産自動車や
スズキの現地工場に納入する。（５面）
　

■ベトナムで産ロボ部品を生産
日本トムソン／中国に供給

　

　日本トムソンは、ベトナムで、産業用
ロボットの要素部品であるクロスローラ
ーベアリングを 年から生産する。将
来は部品加工からの一貫生産、需要が高

まる中国に供給する。 （８面）
　

□９月５日（木）　□
　

■ホンダ、インド２輪車第４工場
２輪車／年 万台

　

　ホンダは、インドに２輪車の第４工場
の建設する。年産能力は 万台で、排
気量 級など。インドでの年産能力
は３割増の 万台に拡大する。トップ
シェア獲得を目指す。 （６面）
　

■シャープ、インドネシア稼働
洗濯機 万台／冷蔵庫 万台

　

　シャープは、インドネシアのカラワン
県に建設していた白物家電の新工場を稼
働した。月産台数は洗濯機が 万台、冷
蔵庫が 万台で、インドネシアでの生産
能力は２― 倍に拡大する。 （ 面）
　

■インドネシア－人件費が高騰
日清紡／省力化投資急ぐ

　

　インドネシアで人件費が高騰してい
る。繊維事業の黒字化が定着してきた日
清紡ＨＤは、紡績工場であるニカワテキ
スタイルインダストリーの省力化投資に
乗りだした。 （ 面）
　

□９月６日（金）　□
　

■マレーシア移管を凍結
シヤチハタ／朱肉

　

　シヤチハタは、日本からマレーシアへ
の生産移管計画を一部凍結する。日本で
全量生産している朱肉製品を順次移し、
朱肉全体の５割をマレーシア生産に切り
替える目標だった。 （１面）
　

■「５ゲン道場」タイの 人研修
クボタ／モノづくりＤＮＡを世界に

　

　モノづくりのＤＮＡを世界に継承―。
クボタは堺製造所内の生産改善を教育す
る機関「５ゲン道場」を公開した。タイ
拠点の現地従業員 人がカリキュラムを
受講中。改善活動も経験した。（７面）

　

■ミドリムシの生産設備を刷新
ユーグレナ／東アジア展開で増産

　

　ユーグレナは、食用の微細藻類「ユー
グレナ ミドリムシ 」の生産設備を刷新
する。沖縄県石垣市の工場に高効率の遠
心分離機などを導入。東アジアなど海外
展開に向けた増産体制。 （ 面）
　

□９月 日（火）　□
　

■インドネシアにエコカー
ダイハツ・トヨタ

　

　ダイハツ工業とトヨタ自動車は、イン
ドネシアで現地のエコカー優遇政策に対

応した排気量 の小型乗用車「アイ
ラ トヨタ名・アギア 」を発売した。ダ
イハツがカラワン工場で生産。（５面）
　

■シンガポールにＨＶトラック
三菱ふそう／７地域目

　

　三菱ふそうトラック・バスは、シンガ
ポールに新型ハイブリッドトラック「キ
ャンターエコハイブリッド」と新型小型
トラック「キャンター」を投入した。Ｈ
Ｖトラックは７地域目。 （５面）
　

■横型ＭＣ新機種、タイで生産
ＯＫＫ／高速性を追求

　

　ＯＫＫは、横型ＭＣの新機種「ＨＭＣ
を発売した。自動車関連など量産部

品での高速性を追求、Ｘ、Ｙ、Ｚ軸の早
送り速度を毎分 。タイ工場で生産
し、コスト競争力をつける。 （８面）
　

■シンガポールに新研究拠点
ＮＥＣ／社会ソリューション創出

　

　ＮＥＣは、シンガポールに新たな研究
拠点「ＮＥＣラボラトリーズシンガポー
ル」を開設した。統括会社内に 人規模
で設立 研究機関や顧客と連携 高度な社
会ソリューションを創出する。（ 面）
　

■精糖設備、東南アで攻勢
オルガノ／日本で設計

　

　オルガノは、砂糖の原料を輸出するタ
イやインドネシアで、糖類を生産する精
糖設備の販売を本格化する。設備を日本
で設計、現地で組み立てる。新興国企業
の成長需要を取り込む。 （ 面）
　

■インドで車用断熱材原料
三井化学など／年産

　

　三井化学と伊藤製油は、植物由来のひ
まし油を使った自動車用断熱材原料バイ
オポリオールの生産をインドで始める。
インドの世界最大のひまし油メーカーと
合弁会社。年産能力 。 （ 面）
　

■シンガポールに研究所
協和発酵キリン／がん共同研究

　

　協和発酵キリンは、シンガポールトラ
ンスレーショナル研究所を新設し、シン
ガポール国立大学がん研究所などと共同
研究を始める。腫瘍組織を使い臨床試験
に進む前に成功確率を高める。（ 面）
　

■介護食、韓台インドに拡販
日清オイリオ／イスラム圏にも

　

　日清オイリオグループは、アジアに高
齢者食 介護食を拡販する。韓国 台湾、
インドでは提携先の現地企業が医療機関
や高齢者施設などに売り込む。中東を含
むイスラム圏にも拡販する方針。 面
　

□９月 日（水）　□
　

■炭素繊維複合材料事業を検討
三菱レイヨン・タイ国営ＰＴＴ

　

　三菱レイヨンは、タイ国営エネルギー
会社ＰＴＴとＡＳＥＡＮでの炭素繊維や
炭素繊維複合材料事業の検討で覚書を結
んだ。自動車やエネルギー、土木、イン
フラ向け。 （ 面）
　

■ベトナムに中小の工業団地
ユニカ／建設・運営で合弁設立

　

　ユニカホールディングスは、ベトナム
・ホーチミン市郊外に日系中小企業専用
の工業団地を建設する。ベトナム国営企
業のヒェップフォック工業団地と建設・
運営の合弁会社を設立する。 （１面）
　

■インドで換気扇に参入
パナソニックエコシステムズ

　

　パナソニックエコシステムズは、イン
ドの換気扇市場に参入する。インドでは
天井扇のみ手がけているが、現地向け換
気扇の投入で事業領域を拡大する。現地
の 換気文化 は発展途上段階。（１面）
　

■東芝、インドで変圧器事業
ヴィジャイから買収／ 億円

　

　東芝は、インドのヴィジャイエレクト
リカルから電力・配電用変圧器と開閉装
置事業を買収する。買収額は 億円。
インドと海外市場に電力・配電用変圧器
と開閉装置を供給する。 （３面）
　

■日産ネジ、韓国に新ライン
％増月 ／現地メーカー開拓

　

　日産ネジは、韓国製造子会社の韓産ス
クリューに精密ネジの新製造ラインを導
入する。月産 から ％増の月
に高まる。現代自動車や起亜自動車とい
った現地メーカーを開拓。 （５面）
　

■フィリピンで貸し工場増設
住商／大型工場４棟

　

　住友商事は、フィリピンで工場の貸し
出しサービスを拡充する。工業団地内に
大型工場を４棟建設。日系中小企業など
の進出が増え、初期投資が抑えられる貸
し工場の需要が拡大。 （ 面）
　

□９月 日（木）　□
　

■タイに金型工場
エイ・エム・シィ／自動車部品向け

　

　エイ・エム・シィは、タイに金型工場
を建設する。タングステンやコバルトな
どの超硬材料を用いた冷間鍛造用金型を
生産、現地に進出の日系の自動車部品メ
ーカーを中心に顧客を開拓。 （９面）
　

■タカオカメガ、台湾に合弁
研磨機／メンテ・修理

　

　タカオカメガは、グループ会社で機械
修理のエヌテック、台湾の光騰科技など
と台湾・台中市に合弁会社を９月中に設
立する。まずは研磨機などのメンテナン
スや修理から始める。 （９面）
　

■レーザーテック、台湾・米強化
半導体ウエハー検査装置

　

　レーザーテックは、海外拠点で半導体
ウエハー検査装置の販売を強化する。台
湾と米国拠点の従業員を約 ％拡充。両

国は世界の半導体投資の半分近い、今後
も高い成長が見込まれる。 （ 面）
　

□９月 日（金）　□
　

■新興国でエコカー普及
公用車／ＯＤＡ活用

　

　政府は、ＯＤＡを活用して、新興国で
の電気自動車やハイブリッド車など次世
代自動車の普及を支援する。東南アジア
や中南米、アフリカの政府機関などの公
用車として 年初頭から供与。 ２面
　

■インドネシアに鋼管工場
日系企業向け／扶桑鋼管

　

　扶桑鋼管は、インドネシア・ブカシ市
の機械構造用鋼管加工の新工場を 月に
稼働する。同国に進出している日系企業
向けに日本から輸出していたが、現地生
産でコスト競争力を向上する。（７面）

　　 ２０１３年 平成２５年 ９月１６日 月曜日 　　 （ ）


